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高オイル産生海洋微細藻類 J'istuliferasp. JPCC DA0580株

の未乾燥藻体からのオイル抽出条件の検討
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微細覇聞を用いたパイオ揖料生産については、微細庫掴の緒豊、回収、オイル抽出、パイオ蝿科輯

鎗怠ど各プロセスにおいて低エネルギー化が書置となっている.4tに一週プロセス田中で、オイル抽

出工檀{蝿0・・E燥働分}における低エネルギー化師、全体のエネルギー収主に太きく膨ーすることが明

らかとなっている.筆者らIt.高オイル量生徹掴量慣である Flstullfero叩 J問調CDA出回線(旧名

抽凶即1，叩・JPCC刷届国iを用いたパイオ艦輯生直に闘する暗寛を遭@ており.本車の範娘工程を

必要とLないオイル抽出象件の樟射を量めてきた.その軸畢.世来から用いられているヘキサン薄躍

にメタノール港線量』悶えた 2帽漕躍を周いることで、 FI.加11品川町，由抽回相続の未乾量車体

からオイル抽幽断行えることを毘幽した.

1 はじめに

エネルギー生産プロセスを布陣織するうえで、エネル

ギー収支バランス田R恒国冒険vfitRatio出力エネル

ギ}岨入エネルギー)を評価すること位、最も重要な事

項である.この点については、微細模類を周いたパイ

オ燃料生Biについても倒外ではない， E皿が高いほE

エネルギーを生み出されることを宜味しており、各プ

ロセスの母エネルギー化は、 EI吸を向上させる上で、

非常に量裂となる.中でもオイル抽出プロセスの“義

体の乾燥・が全体プロセスのEPRに大きく騨曹する.

そこで本研究では、高オイル産生揖梓轍細穫類

Fi.Jtulifua '1>-JPCC DAOS曲線の米舵揖穫体からのオイ

ル抽出方法について検酎を行った.

2. 方法亙ぴ結果

仰高オイル量生海浮世嗣旗掴 JPCCDA脂圃障につ

いて

高オイル車生梅津微細厳領JPCCDA'田副操 (1)は、

海洋 Ft抽f酔珂周に分罰される珪義で‘弊社が保有す

る微生物コレタシgン1-POWERC出"'"白U既婚個より

見出された車町内向闘官時崎氏，JPで公開中)，この

F1s佃町fera8p. JPCC DAOS80棋は、回培地において 1週

間で生育が定常に途1-，オイル醤輔量は乾操義体当だり

に対Lて 4加の←柑W出に速することが碑寵された(図 1~

また.培築時の比綱殖適度μ(白ay_l)は最大で1.8を示し

た.

オイル書割については、培養中期ゆも後期にかけて起こ

ることが岨臨され、他の極細様車で報告される窒嘉源澗費

{欠乏〉と日ンタしていた{固 1)，

通常、微細‘頭に:t"イルを蓄積させるには、一旦生育さ

せずヒ後、徴集塩である宜然成分を撞いた措婚でイン守ュベ

ーションを行う 2段階の培養を必要としているが、

Flshllifet唱:J'Ip. lPCC DA0580様は、‘生育させながら"オイ

ルを曹補することがでさることが示瞳された圃これは、培養

{生育と栄養準}をコントロールすることで、オイル生産に必

要な培養期聞の岨帽や、短期間で他の極相模類と同等量

且上回オイル曹輔を連成することができる~いった、極めて

有益な特徴を有していた.このことから今後の研究には、

本義を利用することとした

園1. P抽僻周・Ip.JPCCDA帽帥株の熔養時におけ

る生育、硝酷梢費とオイル蓄積状配

(2)F回当f-申 JPCCDA'似醐桂町来総蝿畿体からの

オイル嫡出

FillfJij~ 早 JPCCDADS曲昧を用いる樋合について

も各プロセスの低エネルギー化目、同僚に解怯すべき

重要な策題で'"る.筆者同、出来るだけ既存唖帽で解

決する方睦を槙察した結果、へキサンfメタノールの極

性f無橿性構拡による2相棒艇を周いることにより、

Futlllifi.四叩 J配 CDAOS曲株の来従量灘体から、理事晶

にオイル抽出が行えるこkを見出した{表 1)，他の微相

模類種を用いて同条件下においてオイル抽出量を比離

したところ、 Fistulifet、i:l8p. JPCC DAOS回線のみにおい

て有動な方法であることが明らかとなった.
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また、ヘキサンJメタノール2相溶鉱で位、互いにJli

zり合わず、議体はメタノール相、オイルはへキサン

相へ分障し、抽出オイルと轟体残泊置を容晶に分取でき

る.揖法分離についても、遣心処理やろ過などの物理

的処理が必要なく、プロセス目更なる低エ本ルギー化‘

簡略化が可能であることが瞳寵された{園 2)，
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."継・.. 厄いた傘韓・・e・から@オイル鎗幽
σ}超音波、世揖噛盟理によるオイル抽出

ラポレベルでは、オイル抽出時に超音鹿島患を砕用

しているが、実際の大量連檀蝿理プロセスを暫定し

た場合、運用面やエネルギ}収支にも出来る隈旬、備

品で低エネルギー型町抽出方法が望ましい.そこで、

Fi.Jhllifora ap. J配 CDAOS80株の2相揖拡を用いた慣押

処理によるオイル抽出について検酎した紺巣、超音波

処理と同等のオイル抽出効率を逮晶できることが圃揮

された圃

3. 考寮

FiJtwJl帥開・p.JPCCDA田副総のオイル抽出プロセス

の低エネルギー化に向けて、来It鎌援体からのオイル

抽出方訟を検酎した結果、，、キサンJメタノールの2相

棺躍を用いるこkで、容晶にオイル抽出が行えること

が確劃された.また、本方法は、"包ndifera叩 J陀 C

DA町剖桂にのみ適用可飽であった.これは Fbhll.折田

Ip. JPCC DA05曲株が珪藻であり.他の微細護軍と比べ

細胞構造が異なるこkに起因しているk推定された.

さらに 2 相椿媒は、義体費澄~抽出オイルが朝めか

ら分離されており、嘩体残曜と抽出オイルを遣心分離

やろ過などの物理的方法で分ける必要がない(その分、

日Rが改善同I点がある。また、置#処理で掴普直処理

と同等のオイル抽出が行えることは、①スケールアク

プが容晶、軍低エネルギー化、③軍艦プロセス、liI低

ロスト化が可能といったプロセスを構築するうえで、

非常に大きなメ Hットと考えられた.

4. 今後四展望

撤掴穫績を用いたパイ若歯糾生産に闘する研究では、

主にBc伊おα町醐属、P -前恥w有"曲属、E崎向姐属、

ChlOI'Olla属、なrの機種で検問されている，Fu叫If".旬

JPCC DAOS凹揖はこれら車種と比較しても、 :t"イル曹

積量、生育速度、容晶なオイル抽出など、同等以ょに

非常に恒辻、た特融を持っている.オイル抽出プロセス

の低エネルギー化はどの葎種を用いる場合についても

重要な祖題である.現在のk ころ、 ~l.悼I'IJ sp. JPCC 

DA0580棟は、従来量術の組み合わせで低エネルギー化

が達成できる貴重な車種であるといえる.

現在 J-POWERでは、 CREST研究開1年度聾択)と

して、 FUlrl/jずuasp. JPCC DA0580抵の屋外椴養院験を

開抽している.さらに、自社で楊自慢剤を用いた培養檀

から礎体の低エネルギー連曜回収技術にも目処をつけ

ている.今後は、 FtmJifN淘Ip.lPCC DA05曲線を用い

たバイオ鵬軒生産の全体プロセス構鎌について検耐を

進めてい〈予定である.
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